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骨の形成過程においては、骨を作る細胞から30-
300ナノメートルの基質小胞と呼ばれる骨の素となる
微粒子が細胞外へと分泌されることが必須です。こ
の基質小胞が初めて電子顕微鏡によって観察された
のは、1967年にさかのぼりますが、生きたままの細
胞をnmオーダー（10億分の1メートル）で観察をでき
る技術が存在せず、その形成・分泌過程についての
詳細な解明が遅れていました。本研究では「誘電率顕
微鏡」や「超解像蛍光顕微鏡」といった最新の観察法
と、組成分析、ラマン顕微鏡、ゲノム編集、といった
様々な解析技術を組み合わせこの課題に取り組みま
した。その結果、生きた細胞の中で基質小胞を観察
することに世界で初めて成功し、基質小胞がミトコン
ドリア近傍で形成され、リソソームによって運搬され、
細胞外へと分泌されていることが明らかとなりました。
本研究成果より、細胞の老廃物を処理する細胞内小
器官として知られるリソソームが、骨形成においても
重要な役割を担っていることが明らかになりました。

特徴・独自性

本研究成果により、骨や歯といった硬組織形成の基
本的なメカニズムに関する理解が深まり、骨粗鬆症や
歯周病等の硬組織疾患の病態解明や治療法の開発に
つながることが期待されます。さらに、誘電率顕微鏡
は様々な微小物質を溶液中で直接観察することが可
能であり、様々な分野での応用が期待されます。
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